（別紙１）

予算要求資料
平成29年度当初予算　支出科目　款：教育費 項：社会教育費 目：青少年活動指導推進費
	事業名　全国高等学校ビブリオバトル岐阜県大会開催費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　教育委員会 社会教育文化課 教育文化係　電話番号：058-272-1111（内3577）

　　　　　　　E-mail： c17768@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　 352千円（前年度予算額：486千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	486
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	486

	要求額
	352
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	352

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
平成２７年３月に策定した「岐阜県子どもの読書活動推進計画（第三次）」にもとづく子ども（おおむね１８歳未満）の読書活動を推進する事業として、特に不読率（1か月に1冊も本を読まない子どもの割合）が高い高校生を対象としたビブリオバトルの大会を実施し、不読率引き下げの一助とする。また、子どもの読書活動推進の中核を担う県図書館を大会の会場とし、高校生の来館によって県民により親しまれる施設となることを目指す。

（２）事業内容

ア　ビブリオバトル事前講習会

　　・高校生、教職員を対象に事前講習会を開催。

イ　高等学校ビブリオバトル県大会

　・県図書館を会場に県大会を開催。優勝者は全国大会に出場。

（３）県負担・補助率の考え方

      高校生に対する読書活動の推進を県として実施するために必要な経費である。
（４）類似事業の有無

　　　無

３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	報償費
	90
	県大会講師、事前講習会講師報償費

	旅費
	88
	費用弁償、業務旅費

	需用費
	91
	消耗品費、会議費、印刷製本費

	役務費
	78
	送料

	使用料及び賃借料
	5
	講習会会場使用料

	合計
	352
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項

（１）各種計画での位置づけ

　　○「子どもの読書活動推進計画（第三次）」の「基本方針４読書から生まれた自分の考えを表現する機会の提供（１）活動の場、情報交流の場の提供」

　　◯「教育ビジョン」の「基本目標２（１）心の教育の充実と望ましい人間関係を築く力の向上」における「取り組むべき主な施策 eq \o\ac(○,3)読書活動の推進」

　　　「基本目標５（１）文化活動の推進、（４）生涯学習の推進」

○「長期構想」における政策の目的

新たなふるさとの誇りを生み出すために、文化の薫り高いふるさとづくり
に取り組みます。
（２）国・他県の状況

　　○国の「第三次子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」

「第5章　子どもの読書活動の推進のための方策　Ⅴ　普及啓発活動

１.普及啓発活動の推進（２）各種情報の収集・提供」「ビブリオバトル」

○高校生の読書活動について

　　　・「第三次子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」

　　　　「第4章　子どもの読書活動の効果的な推進に必要な事項　１.推進体制　（１）国における子どもの読書活動推進体制」で「今後10年間で不読率を半減」（高校生53.2％（平成24年6月調査）→40%以下）

　　・（社）全国学校図書館協議会ほかの「第61回学校読書調査」

高校生の不読率は51.9％（平成27年5月調査。小学生4.8％、中学生13.4％）

事業評価調書（県単独補助金除く）
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　読書に関心がない生徒が、ビブリオバトルに参加することによって読書に親しみ、読書活動を通じて自分の考えを表現できるよう育成したい。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
(前々年度末時点)
	目　標
	達成率

	講習会、県大会の延べ参加者数
	
	
	
	
	100人（H28）
	

	講習会、県大会の延べ参加者数
	　

	今後実施
（H28）
	
	　

	100人
（H29）
	％
今後実施


○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

（１）ビブリオバトル講習会
　　・8月17日（岐阜高等学校）　　13名（見学者等を含む）

・8月23日（土岐商業高等学校）17名（同上）

（２）全国高等学校ビブリオバトル2016岐阜県大会
　　・11月5日（土）岐阜県図書館にて開催予定


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　講習会ではビブリオバトルを実際にやってみる時間をとり、これまでビブリオバトルをしたことがない生徒に体験してもらうことができた。他の参加者が紹介した本を読んでみたくなった生徒や、本を読んで大会に参加することを前向きに検討する生徒もおり、読書活動の推進の一助となった。大会でも同様の成果が見込まれる。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	　岐阜県子どもの読書活動推進計画（第三次）に基づき、県としても子どもの読書活動推進に積極的に取り組む必要がある。また、ビブリオバトルは国の基本計画でも普及が望まれている取組の一つである。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	　ビブリオバトル講習会を受講した生徒のなかには、他の参加者が紹介した本を読んでみたくなった生徒や、大会への参加を前向きに検討する生徒もおり、読書活動の推進の一助となった。大会でも同様の成果が見込まれる。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

△

	　講習会を特定の学校内で開催すると、他校の生徒が参加しづらい可能性もあることから、試行的に誰もが出入りしやすい施設（公共図書館等）を会場に設定する等、工夫の余地がある。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか




